





















Human Problems of an Industrial civilization（産業文明の人間問題）』2）『The Social Problems of an 





ある『Some Notes on the Psychology of Pierre Janet（ピエール・ジャネの心理学に関する研究ノー
ト）』5）にはどのような内容がまとめているのかを整理してみた。
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の心理学を他の人にも知ってもらいたいことから，『Some Notes on the Psychology of Pierre Janet』
を，ガイダンス本として作成したのであろう。
3．ジャネの心理学を理解するために
　ジャネの心理学を理解するためのガイダンス本として，メイヨーが作成した『Some Notes on 
the Psychology of Pierre Janet』を，本来であれば細部にわたり整理することが重要であろう。し
かし，細部にわたる整理は，今後の課題とさせていただきたい。
　さて，この著書は第1章に「Psychopathology and Social Study（精神病理学と社会的研究）」10），
第2章に「Hysteria And Hypnosis（ヒステリーと催眠）」11），第3章に「The Complexity Of The 
Attentive Act（意識的な行為の複雑性）」12），第4章に「Obsessive Thinking（強迫的思考）」13），








4．Psychopathology and Social Study



































































































 Mayo. G. E, “The Political Problems of an Industrial Civilization”, Boston, Harvard Business School, 1947.
5） メイヨーの著書である『ピエール・ジャネの心理学に関する研究ノート』は，翻訳されていない。
 Mayo. G. E, “Some Notes on the Psychology of Pierre Janet”, Boston, Harvard Business School, 1948.
 この著書に関しては，2015年2月に出版会社の「Routledge Revivals」より，復刻版が出版されている。本原
稿では，この復刻版を利用している。ただし，タイトルが変更されて，『The Psychology of Pierre Janet』となっ
ている。











 Trahair. Richard. C. S, “The Humanist Temper: The Life and Work of Elton mayo”, Transaction, Inc., 1984.







10） Mayo. G. E, “Some Notes on the Psychology of Pierre Janet”, pp. 3―23.
11） Ibed., pp. 24―46.
12） Ibed., pp. 47―65.
13） Ibed., pp. 66―84.
14） Ibed., pp. 85―102.







17） Mayo. G. E, “Some Notes on the Psychology of Pierre Janet”, p. 5.
18） Ibed., p. 6.
19） Ibed., p. 6.
20） Ibed., pp. 6―7.
21） Ibed., p. 14.
22） Ibed., pp. 14―15.
23） Ibed., p. 21.
24） Ibed., p. 22.
25） Ibed., pp. 22―23.
26） Ibed., p. 23.
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